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腰鬱の一考察

田中広明

要約 腰帯が、最もまとまって出土している山口県萩市見島のジーコンボ古墳群の資料を熟覧した

結果を踏まえ、腰帯の基礎的な考察を行なった。とくに腰帯を構成する帯飾具の個数や並べ方等につ

いて、文献資料や伝世品・出土遺物から検討した。その結果個数については、奈良時代前半に巡方と

丸輌の比率に規則性があったが、次第に崩れていった。並べ方については、限られた伝世資料から両

端に丸嗣を罹き、巡方と丸輌がバランスよく配置されていたことが分かった。

はじめに

不特定多数の素材を相手とする考古学研究と、限定された人。物を素材とする文献史学研究との

間に存在する領域の研究素材がいくつか存在する。律令時代の身分表象の道具として使用された腰

帯（跨帯）もその一つである。

さきに腰帯の考古学的研究について、自分なりの意見をまとめた（田中 1990・1991)が、その後

腰帯の基本的な問題についてさらに検討しておく必要がでてきたため、あらためて述べさせていた

だくこととする。その一つは、腰帯を構成する帯飾具の個数や並べ方にかかる問題である。また先

の文献では、基本的な型式学的な検討を行なったが、年代観の裏付け的な資料の提示に配慮されて

いなかった。本稿では前者の問題について、新出資料の増加に加え、山口県ジーコンボ古墳群の遺

物の実査から新たな知見が得られたことから取り組みた＜考えている。

ところで「腰帯を構成する帯飾具の個数や並べ方」を検討するうえで、基本的な姿勢を示してお

きたい。まず出土遺物から多少の欠を踏まえた、おおむね一連の腰帯として認識できる資料を抽出

し、そこから並べ方や個数を推定していく。次に伝世資料を検討し、出土遺物との対比を行なう。

ここで云う「一連の帯」（完帯）は、それぞれの帯飾具が、同一の素材・同一の大きさ・同一地点の

出土であることを条件としておく。

なお本稿は、当事業団の平成4年度研究助成「後期古墳の基礎的研究」の成果の一部である。

1 ジーコンボ古墳群の腰帯

山口県ジーコンボ古墳群の腰帯金具

山口県萩市の日本海に浮かぶ孤島、見島の海岸に築かれたジーコンボ古墳群からは、国内最多の

腰帯が出土している。見島総合学術調査の報告書（斎藤 1964) によると、ジーコンボ 1号墳ー 2

本、 56号墳 1本、 154号墳ー丸輌 1点、従来発見された遣物一 1本が報告されている。ここに云う

従来発見されていた遺物とは、山本博氏が、 1935年『考古学雑誌』第25巻 8号に「長門国見島村の
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弥生式遺跡と古墳出土遺物」として発表されていたもので、 1937年に帝室博物館から出された『天

平地宝』に掲載されたものと同一である。しかし個々の帯飾具 1点 1点についての記載に乏しく、

代表されたもののみの記載に終っている。その後1983年に山口県教育委員会によって、いくつかの

古墳が鯛査され、そのなかの16号墳から一連の帯が発見されている。

① 従来から発見されていた腰帯

萩市郷土資料館に保管されている資料は、鮫具l一巡方 3一丸輌8ー猪目金具 lー舵尾 lである。

しかし『天平地宝』には、巡方が4点報告されている。『見島総合学術調査報告』でも、巡方は 3点

と報告されている。ある時点で紛失したか、『天平地宝』で誤って掲載されていた可能性がある。『天

口応〗 □ 月□ 二）廿《□ こ no1

e::） 託□口且二l 〗□□ 〗□
口託ミロ託□二託ミこ託三

[r_Jニニ］口］ロニ］口
口にミニ［ここに□[J
二］O 二］0 二］ここ
ロロロニ］O 筐0 [J 

3 

□□]□□ロニ〗［口［ロ
S [~.. G)冒〇 □喜こ□）口こ〗鳳@
二［こ6 □冒□口凧□□
1 • 2 ジーコンボ 1号墳 3 従来から発見されていた遺物 4 ジーコンボ56号墳

5 ジーコンボ16号墳 6 ジーコンボ154号墳

第 1図 山口県萩市見島ジーコンボ古墳群の腰帯模式図（スケッチ）
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平地宝』の掲載方法を見ると、正倉院の伝世資料に基づき復元された形で掲載されていることや、

上段の巡方が裏金具で下段の巡方が表金具であることからおそらく後者の可能性が高い。

さてこの帯飾具を詳細に見ると、垂孔の型式は、筆者分類（田中 1990)の細長孔に当たる。細

長孔の帯飾具の裏金具は、おおむね垂孔をあけない型式である。しかしジーコンボのこの例は、巡

方3点。丸輌3点に裏金具に里孔が認められる。しかも表金具の垂孔の間け方は、左右の上端がや

や尖っていたり、細長孔にしては大きめであったりしており、小孔から細長孔への過渡的なものと

考えられる。

この腰帯は、鮫具や舵尾あるいは猪目金具までも揃っている。鮫具は、弓金具。刺金可動式で、

外鋲 3点によって長四角の鍔板が装着されている。舵尾は、 B類で 5点の脚鋲で留められる。この

型式は他に存在しない。猪目金具は、ハート形で中央に突線があり、両端がえぐれる。同様の例は、

千葉県公津原66号住居跡や、栃木県星の宮ケカチ遺跡（水晶製の表金具）から出土している。

② ジーコンポ 1号壊出土腰帯

2連の型式の異なる腰帯が出土している。出土位置は、横穴式石室の中央付近であるが、出土遺

物全体および人骨の出土状態から、奥壁よりと石室中央左壁よりに集中している。報告書の記載か

らは、出土遣物の共伴関係や位圏を明確にできないが、少なくとも 2体以上の埋葬（追葬）が考え

られる。 2連の腰帯は、同時併存ではなく、時期の異なる被葬者に付帯されていたものであろう。

1号腰帯 帯飾具4点のみで、大孔の巡方2点・丸輌2点である。巡方は、裏金具にも垂孔が開

けられるが、丸鞘の 1点は、垂孔が開けられていない。また残りの丸輌 1点も垂孔が開けられてい

るものの、ほかの垂孔の型式とは異なり、四隅が鍵の手に切り残されている。おそらくこれは、脚

鋲の留めの仕事にかかり、鋲の留め穴を迂回させたためであろう。また脚鋲の位置も上のものがや

や中央よりに付けられている。

2号腰帯 鮫具 1点・巡方4点・丸輌4点より構成される。絞具は、巡方から推定される帯幅か

らこの帯飾具に付属したのであろう。弓金具・刺金可動式で、外鋲2点によって三角の鋳板が装着

されている。帯飾具は、全て裏金具に垂孔の開く型式である。巡方・丸輌ともにやや横長の製品で、

垂孔も大孔ながらやや長方形に近い。同様の例は、巡方に限ると岩手県熊堂古墳。宮城県白地 5号

横穴・千葉県高沢遺跡300号住居跡•静岡県西平 1 号墳などに求められる。大孔と小孔の中間的なも

のか系統の異なるものかと考えられる。

③ ジーコンポ56号墳出土腰帯

鮫具の伴わない石製帯飾具 7点が出土している。巡方 2・丸輌5.舵尾1である。副葬品の殆ど

が、「竹や木の炭をはじめ微細な木炭屑を顆しく含んだ床面の砂礫層から出土」している。共伴遺物

に蕨手刀。銀子・勾玉・古銭・銅製匙・銅鈴等豊富である。古銭は、神功開賓2・隆平永賣・承和

昌買・貞観永費が出土している。

帯飾具は青味がかった灰白色の石製で、垂孔は小孔である。外鋲で革帯に着けられ、巡方は 4.

丸鞘は 3の鋲の通し穴が開けられている。詑尾は、 Ab類に当たる。鋲は基の部分に 3点とやや離

れて 1点、また先端に 1点の 5点で留められている。
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④ ジーコンボ154号墳出土腰帯

「この古墳近く表土上に帯金具が発見された。」（報告書による）とされるように、必ずしもこの古

墳に伴うか不明瞭だが、丸輌 l点が保管されている。垂孔は細長孔で、裏金具は孔がない。

⑤ ジーコンポ16号墳出土腰帯

横穴式石室の中央奥壁よりに、一連の石製腰帯がまとまって出土している。巡方 1.丸鞘4R舵

尾1から成る。山口県埋蔵文化財センターに保管されている。

丁寧な遺物の出土状態が記録されており、頭をおそらく北東に向けた人骨の右下から丸輌三点が

重なるように出土し、やや離れて丸輌一点、又やや離れて巡方一点、さらに大きく離れて詑尾が出

土している。須恵器。鉄鏃などが共伴している。須恵器は、 8世紀前半から中葉の末原二号窯より

後出する 8世紀末から 9世紀前半に位置付けられるという。

帯飾具は、全て潜り穴式で、銅製の裏金は、鍍金されている。垂孔は小孔で、裏金具にも小孔が

開けられている。この帯飾具の特長は、潜り穴と裏金の装着技法が明瞭に分かることである。詳し

くは報告書に書かれているので参照していただきたい。

以上が、ジーコンボ古墳群から出土した腰帯の概要である。これに基づき腰帯の帯飾具の個数ゃ

並べ方について他の例とともに考えてみたい。

2 腰帯の帯飾具の個数

腰帯に付けられた帯飾具の個数については、以前から官位と関係するといわれていたが、なかな

か詳らかにはなっていなかった。確かに腰帯は、官人相互の上下関係の視覚的な秩序維持をめざし

ていた。そのための判断基準として、材質や色調等とともに飾り具の個数も重要なポイントを担っ

ていた可能性がある。

日本の衣服制に関係した条項（『養老衣服令』）には、とくに飾り具の個数に関係した記載はない。

しかし、唐の衣服制については、『唐会要』に「上元元年八月二十一日勅、一品以下文部並手巾算袋刀

子鑽石、其武官欲帯者亦聴之」として各官位に応じて、次のような規定のあったことが知られてい

る。

文武三品以上服紫金玉帯十三跨

四品 服深緋 金帯 十一跨

五品 服浅緋 金帯 十鍔

ー／ヽロロロ 服深緑 （銀帯 九跨）

七品 服浅緑 並銀帯九跨

八品 服深青 （鍮石帯九跨）

九品 服浅青 並鍮石帯九鍔

庶人 服黄 銅鉄帯七跨

ここでは、 13• 11 • 10 • 9。7といった飾り金具の存在を知ることができる。

また日本では、有職故実の書である『当時装束抄』（松岡辰方 1812)に「丸石六ッ左右の端に四

角の石ニッ宛、上手に一ッ都合十一あるを用ゆる。数九・八。五・ニもあるなり。」
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とされ、帯飾具の個数に11。9 • 8 • 5。2の存在を示している。さらに『男官装束要領抄』にも

「其数帯のなかに丸六ッ、両方の端に方ニッづつ、上手（裾をかくるものなり）に一ッ、都合十一

なり。或又丸八ッ両方の端に方一ッづつもあり。」

とあり、 11個の帯の存在を認めている。

そこで次に遺跡からの出土遺物と伝世資料を検討することとする。

(1) 出土遺物からみた帯飾具の個数

1 伽山墳墓（大阪府）

銀製の一連の腰帯が出土している。伽山墳墓は凝灰岩を立て並べた石榔状の奈良時代の墓で、遣

物の出土状態が明確に記録されている。報告書によると「絞具の次に丸輌 1、巡方 2、丸輌4、巡

方2、丸輌 1、そして最後に舵尾というように復元できる。」とされている。ここで上げた丸輌とは、

おそらく山形の範ちゅうに入る。遺物の出土状況を記録した図によると、大きく 3つのまとまりを

見ることができる。北から I （鮫具） II （山形4.巡方 2)III（山形2.巡方 2.舵尾）のグルー

プにまとまる。

この伽山墳墓の腰帯は、石榔内に安置された木棺の中央部から横並びで出土していることから、

被葬者の身体に身に着けた状態で埋葬したと考えられる。そのため腰帯金具の取り付けられたと考

えられる背中側は、墓室の床面に直接着いて出土するはずである。第IIグループが、おそらく背中

の部分が取り付いたグループに当たろう。ただし出土状況図によると革帯に装墳されたままの状態

で出土してはおらず、裏表・天地が全て逆である。第II［グループも同様で、ばらばらの状態で出土

し、舵尾がきわめて隣接したところから出土している。

報告書の推定は、正倉院例にきわめて近く復元されている。出土状況図だけからは必ずしも説得

性のある配列は望めないが、この推定を否定するものではない。

2 本郷的場D号墳（群馬県榛名町）

横穴式石室の玄室内の奥壁東側隅から鮫具。舵尾を含め 9点の飾り具が出土している。 「帯金具

出土状況図」では、巡方 1点がやや離れて出土しているものの、一応被葬者の背中の部分を覆う状

巳
ゾロ

O □ ◇ 0 
ぐ〉 ゜

20 
l ! cm 

第 2図 伽山墳墓の腰帯出土状態
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第3図八幡 1号墳の腰帯

態で7点の金具が出土している。その配列は、円一円 巡一巡一巡一巡 円である。

また鮫具は、刺金が水平で弓金具が垂直の状態で出土しており、帯を締めた状態と考えられる。

飾り金具からややはなれて出土している。おそらく被葬者の腹側にあったものが、落ちたのであろ

う。さらに離れて詑尾がある。帯を締めた状態で舵尾は、飾具から外れた状態で付けられているこ

とから、限りなく被葬者に装着したままの状態を保っているといえよう。

3 八幡 1号墳（群馬県高崎市）

横穴式石室の玄室床面から出土している。報告書に出土状況図は無いが、写真が掲載されている

ので、これを手掛かりに考えていくこととする。舵尾は出土していないが、鮫具・巡方4・丸靭4

が出土している。報告書では、丸柄の裏金具のみ 1点と表金具のみ 1点を、別々に報告しているの

で丸鞘5点となっているが誤りである。

4 土師の里「墓 1」（大阪府藤井寺市）

南北2.75m、東西0.8mの長方形の墓こうに、厚さ15cm程度の木炭層を敷き、この上に被葬者を入

れた木棺を埋葬したと報告されている。北側が後世の撹乱を受けている。腰帯は石製で、墓こう北
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第 4図土師の里「墓 1」の腰帯
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第 1表遺跡出土完響一覧（時期区分は、田中 1990参照）

出上t也 国名 腰帯 備考 I 
l 西根ド釜古墳 陸奥 カビ｝にl口ににパ畜己こ詑

I 

2 熊堂古墳群 ” ヵロ曰□戸臼〇舵3 白地 5号横穴墓 ” カピ！ピl4 牛森古墳 出羽 曰口日E亨心詑

5 二色根 2号墳 出羽 丘l口に］舵
6 第 御部入 8号墳 上野 日曰

7 I 上原古墳 ；l | 曰□曰□印臼詑
8 期 御廟山古墳 JJ 力曰山， 新山 1号墳 ” ヵ日に］臼0l 0 榛名町本郷 ” 力丘lにl曰11 的場D号墳 ” カ巳圧玉ヨ曰臼戸{祠全舵l 2 八幡中原 1号墳 ” ヵ曰曰口曰戸⇔戸金13 後谷原北 3号横穴 相模 カロロロ
14 西平 1号墳 駿河 曰口曰口声国臼詑

I I 15 ジーコ注 1号墳 ① 長門 巳l巳l三 0
16 ” ② 長門 力にl曰ビ曰G 臼こ臼
17 湯の沢 F l 6号筵 出羽 口に］◎山山

S I 4 （住居跡） I I 18 武蔵国府M38-5 武蔵 二拿パぬ◎こ◎

19 小島開拓 1号墳 武蔵 こ］に］こ拿こ 「大」刻書
20 第 伽山古墓 河内 カこ昌］にl届］山山111山山山舵
21 II 河合古墳 和泉 こ］こl二］◎◎拿く:;;:,,,;;;〉
22 期 岩野山古墳 陸奥 琶琶琶言0000eooo舵詑

23 西野山古墓 山城 琶00

24 酒津山 ① 備中 雪琶琶琶圏燭嘩〇山 色調によって分類
25 Jノ ② 琶い芦山 した。
26 ジーコンボ56号墳 長門 琶四00000舵
27 ジーコンボ 16号墳 長門 琶oeoO詑

28 西根縦街道古墳 陸奥 口にlに］にlこ心00ここここ詑
'29 亀井囲古墳 陸奥 口しじ］こ0
30 山田古墳 陸奥 ==こ
31 鳥矢崎 2号墳 陸奥 力に］に］にlこここ：こ心こ0詑
32 第 神楽山古墳 出羽 に］に］口こここ
33 Ill 中島平古墳 出羽 に］にl口000
34 期 下宿内山 H2 1 武蔵 口〇詑

35 小野SI4B 下訟ゃe、 カロロロロ-]［こ＝口］二］詑
36 五霊西 12号墳 信濃 力ににい⇒
37 市道遺跡井戸 三河 こlロロ＝＝I二二］==
38 ジーJンボ（天平地宝） 長門 力にlにlに］こ心0S心こここ舵
39 篠振遺跡 、訊99, •. 月̀l‘j にlこ舵
40 権地古墓 安芸 躙曇0-鬱曇金

41 湯の沢 F3 6号墓 出羽 霞薗塵疇0
42 武蔵国府 ① 武蔵 朧疇圃！園麗朧山含と 白色斑点
43 M34-SI57 ② 圃譴圏闊詑 淡白色斑点
44 ③ 瓢躙置園園鵬謳 緑青色
45 ④ 疇嗣霞圏曇曇〇●禽嘩舵 黒色大
46 ⑤ -傘山山 黒色小
47 街道古墳 美濃 霞園園園-0嘩-0曇會曇-詑
48 第 横枕古墓 大和 麗顧會食禽曇舵

49 IV 的場池古纂 大和 匿璽禽磯バ藝

50 期 岡本山古墓 摂津 力譴薗麟瓢00●鈍
51 土師の里墓 1 河内 謳園曇魯會曇0..

511 
打出親王塚 播磨 疇圃〇●詑

I 

53 波来浜 1号募 因幡 璽IOO魯0

54 酒津山 ③ 備中 麗i園麗躙譴曇
55 ” ④ ” 朧薗園麗薗璽薗疇朧醸麟鵬鵬
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よりから出上し、 2点は撹乱のなかから出土している。巡方 2・丸輌7が確認された。出土状懇図

によると、右から丸巡丸丸丸丸が出土している。ただし写真には、丸輌 1点が欠けてい

る。この配列に丸訥と巡方 1点づつを加えたものが、一連の腰帯と考えられる。

このほかに 1連の腰帯と考えられるものが、第 1表のように出土しているが、明確な配列を示す

例はない。

(2) 伝世資料からみた帯飾具の個数

1 東大寺正倉院伝世資料

①中倉 紺玉帯 ラピラズリを飾り具として用い、銀製の裏金具とともに銀製の鋲で留める。帯

の一部が欠損しているが、この部分を補ってその配列を考えると、鮫具ー（丸 巡）一巡ー丸一丸 丸

丸丸一乱巡一巡ー丸舵尾となる。ただし、絞具から 6番目の丸納と、 7番目の丸納の間は

離れて装着されている。

②南倉第8号帯修理報告書によると、「鮫具、舵尾と巡方 1個を欠失する。これら欠失した金

具は（南141 革帯残欠）中より法量・品質〗形状の似合いのものを選出して補う。巡方。丸鞘の取

り付け位置と個数は、先端方より、丸。巡。巡。丸 (6個続く）。巡。巡 e 丸の12個である。」とあ

る。これからも 8号帯は、完帯として伝世していたのではなく、革帯残欠を繋ぎ合せたものである

ことが分かる。ただしこの復元を否定するものではない。全長152.5cm。

③南倉 第9号帯 これも修理報告書によると、「先端部で一個所切損するのを接続す。鮫具、舵

尾の欠失するのを「南 141」より選出取り付けく。巡方。丸輌の取り付け位置と個数は、右第 8号

と同じである。」とある。第9号帯の場合、飾り具の部分の補修について記載がないので、おそらく

この順序のまま伝世したと考えてよいのであろう。全長159.0cm。

④南倉第10号帯修理報告書によると、第9号帯同様、金具部分の欠損はなく、巡方のみ16個

を繋ぎあわせたものである。全長記載なし。

⑤関根真隆 その 1帯（関根 1974) 銅製黒漆塗りで巡方 4。丸輌 8である。その順序は、絞具

ー丸一巡巡ー丸一丸一丸一丸丸一丸一巡巡丸舵尾である。鮫具の裏に「東大寺」の刻書

第2表伝世腰帯一覧

出上地 国名 腰帯 備考

56 紺玉帯 大和 力曇璽璽會疇會●曇〇鬱雪金詑 欠失部分肇醒

57 8号革帯 ll 力◎に］口拿◎ニ）（今◎ここ］［い｝こ舵

58 正 9号革帯 ” 力（；；；；こ］にl拿こ）こここ◎二うこl口二鉗：59 倉 I 0号革帯 JI ヵこlに］!did［国国ここここ］己］己］こfー＇「一lい1 残欠
60 院 斑犀佃鼠皮御帯 JJ 力醒匿圃匿lOO疇9000 残欠

61 斑貝結膜御帯 ” 璽塵 0 魯疇〇蛇 残欠

62 斑犀帯 II 力醒匿鬱匿魯嘩疇疇パ藝禽心藝拿 残欠

63 道明寺天満宮所蔵帯 河内 力匿雪匿置塵匿匿圏匿園璽鬱琶園雪詑 残欠
64 阿須賀神社所蔵帯 紀伊 肇雪薗-金會●曇〇園璽- 残欠

65 厳島神社所蔵帯 安芸 力園雪渭璽霞園置薗麟匿圏昌息琶〗
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がある。全長167.2cm。

⑤関根真隆 また 1帯（関根 1974)銅製黒漆塗りで巡方4・丸鞘7である。その配列は、カコ

丸巡一巡ー丸一丸丸一瓦丸巡一巡ー丸一舵尾である。全長148.0cm。

このほかにも正倉院には腰帯があるが、革帯から剥離したものなどその実態は必ずしも良好な形

で存在するものではない。なお斑貝結膜御帯として巡方 2'丸柄4'舵尾を伝え、斑犀個鼠皮御帯

として巡方 4。丸輌6を伝えている。配列についてはやや難がある。

2 大阪府道明寺天満宮（土師神社）伝世資料

亀田博氏の報告によると、銀装革帯で15個の巡方が皮帯から離れて存在する。

3 広島県巌島神社伝世資料

これも亀田氏の報告によると、金銅製の鮫具に巡方12個を付けている。

4 和歌山県阿須賀神社伝世資料

亀田氏の報告によると、巡方4個、丸柄3個が残り、もともと12個あったもので、丸一巡一巡 丸

ー丸一丸一丸一丸一丸巡一巡丸と配列されていたものといわれる。

11よg交!{． il~ 3. 4. 7, 8 1 i巡方
ょ 2 ・ 5 ・ 6は丸輌
り 9は鈍尾
西
ヘ
40 
cm 

0
9
 

石室A断面より倖i20cm

r1 05 

□~<&>゜ 2
匡II 3. 4 

喜 8I o 
1 : 8 

I 
10cm 

第5図本郷的場D号墳出土腰帯

第 3表巡方と丸輌の個数

※数字は第 1• 2表の番号と共通

巡 方

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 II 11 13 14 15 IE 

゜
3 5 43 44 65 55 63 59 
6 10 
13 
30 

1 8 41 54 
34 
39 

2 23 9 19 41 
25 15 29 
36 52 

3 17 2 50 
49 4 
7 
31 
33 

4 46 27 48 1 1, 
5J 61 II 

12 
14 
16 

5 18 25 21 35 

6 40 37 20 
丸 45 

60 

7 51 31 
柄
8 22 

28 
56 
57 
58 
61 
64 

， 47 
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まとめ

山口県見島ジーコンボ古墳群出土の腰帯の観察を踏まえ、これまで発見されている遺跡出土腰帯

や伝世資料を交えて飾具の個数や並べ方について、分かったことを次に上げてまとめとする。

①飾具の個数 単独で出土した飾り金具を除き、巡方。丸輌取り混ぜ、舵尾を抜いて考えると、 3

イ固ー 5｛列、 4個ー 3例、 5個 7例、 6個ー 9例、 7個ー 4例、 8個ー 7例、 9個ー 4例、 10個 4 

例、 11個ー 1例、 12個ー 8例、 13個ー 2例、 15個ー 1例、 16個ー 1例と万遍なく存在していたこと

が分かる。なおしいて云えば、 5• 6。8• 12個が目立つであろうか。

②飾具の構成 巡方と丸輌の比率は、各腰帯によって異なると思われる。しかし第 1期の腰帯は、

丸輌と巡方の構成が等しいものが多いことが目立つ。巡方：丸柄＝ 2: 2 (2例）、 3: 3 (3例）、

4 : (5例）。第 2期以降、同数の構成は 3例だけである。腰帯を構成する飾具の内、長方形金具は、

市道遺跡や小野遺跡などで検証できるように、丸輌と補完的な関係にあったことが分かる。山形も

同様であろう。また山形は、『和名抄』の「櫛形」に当たろうか。

③飾具の順序 飾具の順序については、正倉院例を始めとする伝世をもとに復元していく方法が最

もポピュラーであるが、遺跡から出土したいくつかの例は、この順序を必ずしも踏襲するものばか

りではない。しかし、腰帯全体のバランスを考慮した飾り具の配置があったことは確かであろう。

ここでは飾り具の数が、正倉院例に満たないからといって、安易に「欠を補う」行為に迎むことだ

けは避けておきたい。

以上のように飾具の並べ方や個数について、事実確認を行なってきたわけであるが、この特長が

直接官位や職制に結び付いていくわけではない。例えば飾り具の構成が、第 1期には、丸輌と巡方

の組成が等しかったものが、第2期以降崩れていく。このことは、少なくとも丸輌と巡方の組成に

変化のあること、即ち組成の変化する規定など有り褐ないことを意味する。これを考慮すると、唐

の衣版制のような細かな規定を、古代の日本に適用することはやや困難であろう。五位を境とする

区別を飾り具の材質でしか規定でぎなかった律令国家の限界は、律令国家が、高品質の腰帯を流通

の面から掌握していたことを意味している。

博物館等で展示されている腰帯のなかには、正倉院例に基づいた復元として「欠を補う」といっ

た行為により折角の事実を歪曲している場合が間々ある。出土状態や他の例を充分参考にする必要

があろう。

本稿を執筆するのにあたって以下の方々から御教示を得た。記して御礼にかえさせていただきま

す。萩市郷土博物館近藤隆彦、山口県埋蔵文化財センター乗安和二三、高崎市教育委員会神戸聖語
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